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1.は じめ に

今 日の社 会 は 、情 報化 、 国際 化 、少 子高 齢化 な

どの言 葉 に分 か るよ う に、 我 々 を取 り巻 く 「人 ・

社会 ・自然 」 が 日々移 り変 わ り、 ま さに激 動 の社

会 で ある。 この よ うな社 会 の 中で 生 き抜 き、活 躍

す る た め に は、 一般 的な 知 識 ・技能 だ けで な く、

そ れ らを活 用 で き る資質 や能 力 が求 め られ る。 こ

こで い う資 質 や能 力 とは、得 られ た知 識や 技 能 を

用 いて 、知 識 や技 能 、 自分 な りの見 方 ・考 え 方 を

自 ら得て い く資質 や能 力 であ る。

この よ うな考 え を基 に、 平成20年 改 訂 の 小学

校 学習 指 導 要 領解 説 生活 編 で は 、 「気 付 き を質 的

に 高 める」 こ とが 強 調 され て いる 。前 述 した 資質

や能 力を発 揮 しなが ら、質 的 に高 い気 付 き を得て

い く姿 は 、今後 の社 会 に求 め られ る姿 そ の もので

あ る と とも に、生 活 科 の究極 の 目標 で あ る 「自立

へ の基礎 」へ とつなが っ て い くもので ある。

そ こで 、本研 究 で は 、気付 きを質 的 に高 め る 生

活科 授 業 を具体 化 し、 目指す 子 ども の姿 の具 現化

を 目指す こと と した。

2.「 気 付 きの質 の 高ま り」 とは

本研究テー マにある 「気 付きの質 の高 ま り」 には、

以 下 の よ う に3つ の高 ま りが あ る 。(小 学校 学 習

指導 要領 解説 生活 編 よ り)

【気付 き の高 ま り方 】

① 気付 き の関連 化

「個 別 的な気 付 き」⇒ 「関連付 け られた 気付 き」

② 気付 き の 自覚化

「無 自覚 的な 気付 き」 ⇒ 「自覚 的な 気付 き」

③ 気付 き の 自身化

「対 象へ の気 付 き」⇒ 「自分 自身へ の気 付 き」

第 一 に 、個別 的な 気付 き を関 連 的な 気付 き へ と

質的に高める ことで ある。 例えば、 「アサガオの葉っ

ぱ に は、 毛 が 生 えて いる 」 とい う気 付 き と、 「ア

サ ガオ の葉 っ ぱ に触 る と、 ざ らざ らす る」 とい う

気 付 き を関 連 的 につ な げ る と、 「ア サ ガ オ の葉 っ

ぱ は、毛 が 生 えて い るの で、 ざ らざ らす る」 とい

う気 付 きへ と質 的 に高 まっ て い く。 この よ うに、

気 付 き と気 付 きの 関係 を考 え、 関係 付 けて い く こ

とによ って 、そ の気 付 き が知 的 な ものへ とな って

い く。 この よ うな気 付 き の高 ま りを 「気 付 きの 関

連 化」 と した 。

第 二 に、 無 自覚 的な 気付 き を 自覚 的 な気付 きへ

と質 的 に高 め る こ とで あ る。 例 え ば、 アサ ガオ の

観 察 を して カー ドに書 い て いる ときに 、茎 を紫 色

に塗 って いる子 どもが い た とす る。 その子 どもは、

アサ ガ オの 様子 を観 察 しなが ら、茎 が紫 色 で ある

こと に特 に意識 もせ ず 、 ただ 、無 自覚 的 にアサ ガ

オ の茎 の 色 を捉 えて いる と考 え られ る。 そ こで 、

教 師が 、 そ の観 察 カ ー ドを見 て 、 「茎 って そ ん な

色 を して いる の?」 と問 いか け る と、改 め て実 物

と自分 の 観 察 カー ドを見 比 べ 、 「本 当 に紫 色 して

いるよ!」 と主張 して くる。 このよ うに、気付 きが、

自覚 的 にな る ことで、 自分 の中 で明 確 にな り、 そ

れが 、 自分 の意 見や 考 え とな り、更 な る活 動 を見

出す こ とへ とつ な が って い く。 この よ うな気 付 き

の高 ま りを 「気 付 きの 自覚化 」 とした。

第 三 に、 対象 へ の気 付 き を 自分 自身へ の気 付 き

へ と質 的 に高 め る ことで あ る。例 え ば 、アサ ガ オ

の観 察や 世 話 を通 して 、 アサ ガ オへ の気 付 き を多

く得 る ことが で きる。 そ して 、 アサ ガ オの 生長 に

気 付 いて い く。 しか し、 この アサ ガ オ の 生長 は、

アサ ガ オ を観察 した り世話 した りす る ことがで き

た 自分 自身 の成 長 と捉 え る こ とが で き る。 このよ

うに、対 象 へ の気付 きの裏 には 、必 ず 自分 自身 へ



の気 付 きが 内在 して い る。 なぜ な ら、対 象 へ の気

付 きは 、対 象 に対 す る 自分 自身 の行 為(体 験)に

よ って得 られ る もの で あ り、 自分 自身 へ の気 付 き

とは、 自分 の行 為 そ の ものへ の 気付 きや 自分 と対

象 との 関係 へ の気 付 きで あ るた め で ある。 この よ

うな気 付 きの 高 ま りを 「気 付 きの 自身化 」 と した 。

以 上 の よ うに、 気 付 きの質 的 な高 ま りとは 、具

体 的な活 動 や体 験 か ら得 た気 付 き を基 に考 え た り

表現 した りす る こ とで得 られ る気付 きで あ り、そ

の プ ロセス には思 考 力や 表現 力 の発 揮 が ある と言

え る。

さ らに、 生活 科 の究 極 的 な 目標 で ある 「自立へ

の基 礎 」 を踏 ま える と、 前述 した3つ の質 的 な高

ま りの う ち、 「気 付 きの 自身化 」 が 特 に 重 要 で あ

る と考 え る。 自分 自身へ の気 付 き に は次 の3つ が

あ る。(小 学校 学習 指導 要領 解 説生活 編 よ り)

【自分 自身 への気 付 き】

○ 自分 の よ さ、得 意 と して い る こ と、 興 味

や関 心な どへ の気 付 き

○ 集 団 にお ける 自分 の存 在 や役 割 な どへ の

気付 き

○ 自分の 心身 の成 長へ の気 付 き

これ ら3つ の 自分 自身 への気 付 きは、 いず れ も、

自分 へ の 自信 及び 学 習や 生活 に対す る意欲 へ とつ

な が る もので あ る。 これ は 、生 活科 の究 極 的 な 目

標 で ある 自立 へ の基礎(学 習 上 の 自立 ・生 活 上 の

自立 ・精 神 的 な 自立)へ と向か っ て い くと考 えて

い る。

以 上 の よ うな考 え を、 以下 の よ うな 図1に ま と

め た 。 こ の図1の よ うな 基 本 的 な概 念 を もっ て 、

本研 究及 び実 践 を行 った。

3.気 付 きの 質を 高め る学 習活 動 の設定

気 付 き の質 を高 め る ため に は、 具体 的 な活 動

の充 実 が 欠か せ な い。具 体 的な 活 動 とは 、大 き

く表3の よ う に二 つ の活 動 に大 別 で き る。(小

学校 学習 指導 要領 解説 生活 編 よ り)

【具体 的な 活動 】

① 見 る、聞 く、触れ る、作 る、探す 、育 てる、

遊 ぶ な ど して 、対 象 に直接 働 き か け る学習

活 動

② 対 象 とのか かわ りを通 して 得 られ た気 持

ちや 気付 きを 、言 葉 、絵 、動 作 な ど によ っ

て 表現 す る学習 活動

① の学 習活 動 は 、対 象 に直 接働 き か け る活 動 で

あ る。 子 ど もが、 探 検 した り生 き物 を育 て た り、

お もち ゃ を作 った り友 達 と遊 ん だ りして 、 自分 以

外 の対 象 に対 して 、何 らか の働 きか け を行 い、 対

象 とか か わ りを深 めて い く活 動 と言 える 。

一 方 、② の学 習活 動 は 、① の活 動 の プ ロセ ス ま

た は結果 と して 得 られ た感 想 や気 付 き を、表 現 す

る活 動である。生活科 の場合 、表現 方法につ いては、

言 語 だ け に絞 る こ とは しな い。例 え ば、 探検 した

ことを地 図 や カー ドにま とめ た り、 アサ ガ オ を観

察 した ことを観察 カー ドに記録 した りす る際 には、

言 葉 だ けで な く、絵 も描 かせ る よ うにす る ことが

大 切 で あ る。 また 、動 作化 や 劇化 も低学 年 の子 ど

も に とっ てふ さわ し い表 現活 動で あ る。

しか しな が ら、本 研 究 にお いて は 「言 語化 」 に

重 点 を置 き た い。 なぜ な らば、個 々 の 内面 に ある

感 情 や気 付 き を言語 化 す る こ とで 、 気付 き を 自覚

的に捉 える こと(気 付 きの自覚化)に つなが った り、

他 者 と交 流 す る こ とで 、気 付 き の関 連化 や 自身 化

につ なが った りす る こ とが期待 で き る と考 え るか

らで あ る。 そ もそ も、 動作 化 や劇 化 にせ よ 、 いず

れ も思考 の プ ロセ ス にお いて 言語 化 が必 ず行 わ れ

てお り、言 語化 と動 作 化 が互 い に補 いな が ら、 い

ず れか の方法 で表 現が な されて い ると考 えて いる。

した が って 、本研 究 にお いて は 、伝 え合 い交 流 す

る活 動(以 後 「交 流 活 動 」)を 重 点 に置 きな が ら

学 習活 動 を設定 してい くこと と した。

3.1.対 象 にか かわ る活 動 につ いて

対 象 にか かわ る活 動 に つ いて は、 前述 した とお



りで ある が、 ここで は、 さ らに詳 し く説 明 したい 。

小 学校 学 習指 導 要領 解 説 生活 編で は 、(1)～(9)の

学習内容が示 されてお り、そ れぞれの内容 にお いて 、

学習 対象 や 学習 活 動等 が 示 され て い る。そ れ らを

基 に、鹿 児 島大 学 教育 学 部 附属 小学 校(以 後 、鹿

大 附小)で は 、以 下 の よ うに、6つ の学 習 活動 に

類型 化 して いる 。(H.14鹿 大 附小 「生 活 科年 間

授業 プ ラ ン」 よ り)

【6つ の対 象 とかか わ る活 動 】

① 調 べ る活 動

EX)家 族 の役 割 を調 べ る ・年賀 状 の 由来 を

調 べ る ・うさぎ の好物 を調 べ る 等

② た ん けん活 動

EX)学 校 を探検 す る ・町 を探検す る 等

③ さん ぽ活 動

EX)春 夏 秋冬 に校 内外 を さん ぽす る 等

④ 育 て る活 動

EX)ア サ ガオ(野 菜 等)を 育 て る ・ダ ンゴ

虫な どの小昆 虫 を育て る 等

⑤ 遊 ぶ活 動

EX)遊 具で遊ぶ ・校庭 で遊ぶ ・砂場 で遊ぶ ・

公 園 で遊 ぶ 等

⑥ 作 って 遊ぶ活 動

EX)お もち ゃを作 って 遊ぶ 等

3.2.交 流活 動 につ いて

交 流活 動 とは、 対 象 にかか わ る活 動 を通 して得

られ た思 いや気 付 き を、 言語 を用 いて他 者 と伝 え

合 い、交 流 す る活 動 の こ とで ある。 こ こで の他 者

とは、友 達 ばか りでな く、教師、GT等 多様 な人 々

の こ とを指 す 。

そ こで、交流活動 を、子 どもに とっての 目的か ら、

以下 の よ うに4つ に類 型化 した 。

【交 流 活動 の類 型化 】

① 目的 を共有 す る交流活 動

② 活 動 の見通 しを もつ 交流活 動

③ 困 った ことを解 決す る交 流活 動

④ 気 付 きを伝 え合 う交 流活 動

① の 「目的 を共 有す る活 動 」 とは、対 象 との 出

合 いか らわ き起 こる思 いや願 いを基 に、学 級共 通

の 目的や テ ー マ等 につ いて 話 し合 う活 動 で あ る 。

例 えば、 お もちゃ作 り単元 で 、 「み んな でお もち ゃ

ラ ン ドをひ らこ う」 とい った子 ど もな りの単 元 の

目標 を話 し合 う活 動 や 、野 菜 の栽 培単 元 で 「や さ

いは かせ にな ろ う」 とい った単 元 にお ける テー マ

を話 し合 う活動 で ある。

② の 「活動 の見通 しを もつ活 動 」 とは、 自分 の

思 いや 願 い の実 現 に向 けて 、必 要 な事 柄 やそ の 順

序 等 につ い て話 し合 う活 動 で あ る。例 えば 、町 探

検 の単 元 で 、町 探検 にい く前 に、 探検 す る グル ー

プや コー ス 、持 って い く物 等 につ い て話 し合 う活

動 が ある。

③ の 「困 った こ とを解 決 す る活 動 」 とは 、対 象

とか かわ る 中で 生 じた 疑 問や課 題 につ いて 、そ の

解 決策 につ いて 話 し合 う活 動 で ある 。例 え ば、 家

族 単元 で 、そ れ ぞれ の 家庭 で 自分 の役 割 に気 付 き

実 践 して い く中で 、 うま く いかな い ことや 困 って

い る ことの解 決 方法 な どにつ いて 、話 し合 う活 動

であ る。

④ の 「気付 き を伝 え 合 う交流 活 動 」 とは 、活 動

の 中で 得 られ た気 付 き を 互 い に交 流 す る ことで 、

互 い の気付 き を質 的 に高め る話 し合 い活動 で ある。

例 え ば、 さん ぽ活 動 の あ と、気 付 い た こ とを互 い

に伝 え合 う ことで 、生 き物 や植 物 の変 化 が一 年 の

季 節 の変化 と関係 付 いた気付 きへ と高 まって い く。

この よ うな活 動 が 、気 付 き を伝 え合 う交 流活 動 で

あ る。 これ は、2で 示 した3つ の気付 きの質 の 高

ま りを直接 的 に 目指 す交 流活 動で あ る。

以 上 のよ うな 交流 活 動 を、3.1.で 説 明 した対 象

にか か わ る活 動 と調 和 的 に設 定 して い く ことが 、

気 付 きを質 的 に高 めて い く上 で大 切で あ る。

3.3.対 象 にかか わる 活動 と交流 活動 の 調和 的な 設

定 につ いて

実 際 に活 動す る子 ど もの姿 か ら、交 流活 動 を行

う子 どもの姿 を切 り取 る と、必 ず しも対 象 にか か

わ る活 動 と区別 しなが ら行 わ れて い る とは 限 らな

い ことが分 かる。 む しろ、対 象 とか かわ りなが ら、

個 々 で、 子 どもの必 要 感 に応 じて 、互 い に思 いや

気 付 きを交 流 して いる姿 が常 に見 られ る。

つ ま り、対 象 にか か わ る活動 と交流 活 動 を調 和

的 に設定 す る とは、 子 ども の思 いや 願 い の連 続 ・

発 展 の過 程 に即 して 対 象 にか かわ る活 動 と交 流活

動 を柔 軟 に設定 して い く ことで ある。



この よ うな 考 え を基 に、1単 位 時 間 にお け る交

流活 動 の設 定 の仕 方 には 、大 き く、 以下 の3つ の

方 法 が ある と考 えた。

3.3.1.対 象 にかかわ る 活動 の前後 に設 定

1つ は、 対象 にか かわ る活 動 の前 後 に、 子 ど も

の思 いに応 じて 、交 流活動 を設 定す る方法 で ある。

これ は 、一 般 的な 授業 の 流れ で あ り、従 来 の設 定

の仕方 で ある。 設定 の仕方 のイ メー ジモ デル 図が 、

以下 の通 りで あ る。

とい う思 い か ら、友 達 とどの よ うに大 きな 山 を作

るか話 し合 いな が ら活 動で き る よ うにす る。 この

設 定 の仕 方 は、 学級 の子 ど も全 体 が交 流活 動 を行

う とい うわ けで な く、 学級 の一 部 の子 ど もが 自分

の必要 感か ら自然 に発 生 す る交 流活 動 とな る。

【図2対 象 にか かわ る活 動 の前後 に設定 】

これ は、 比較 的 、子 ど もた ち が対 象 にか か わ る

活 動 に没 頭 す る こ とが想 定 され る とき に設 定す る

とよい。具体例 としては、お もちゃ作 りをす る際 に、

導入 で どん な お もち ゃ を作 りた いか 、 どん な材 料

を もっ て きた のか 、 どん な工 夫 がで きそ うか な ど

を互 い に交 流 し合 い、活動 へ の見通 しをもたせ る。

展 開で は、 思 い思 い に 自分な りに工 夫 しな が らお

も ちゃ を作 っ た り、そ れ で遊 ん だ りさせ る。終 末

で は、本 時 の活 動 で気 付 いた こ とや 感 じた こと を

交 流 し合 い、次 時 へ の意欲 を高 め る とい った流 れ

とな る。

3.3.2.対 象 にかかわ る 活動 の中 に設定

2つ は、 展 開部 分 に設 定す る対 象 にかか わ る活

動 の中 に、 交流 活 動 を設 定す る 方法 で あ る。設 定

の仕 方 のイ メー ジモデ ル 図 は、右 上 の 図3の 通 り

で ある。

これ は、 対象 にか かわ る活 動 の 中で 、困 っ た こ

とや うま くい かな い ことが 出て くる こ とが 想定 さ

れ る とき に設定 す る と よい。 具体 例 と して は 、砂

場遊び の活 動 の中で、 「もっ と大 きな山 を作 りた い」

【図3対 象 にか かわ る活動 の 中 に設 定】

つ ま り、交 流活 動 を対 象 にかか わ る活 動 の 中に

意 図 的 に入れ る考 え方 で はあ るが 、教 師 が子 ど も

に交流 活 動 を強 いて 行 わせ る もので はな い。 大 切

な の は、 教 師が 想定 し、場 や形 態 を工 夫 す る こ と

で あ る。

3.3.3.交 流 活動 を 中心 に設定

3つ は、展 開 部分 に交 流 活動 を中心 に設定 す る

方 法 で あ る。 設 定 の 仕 方 のイ メー ジ モ デル 図は 、

図4の 通 りで ある。

【図4交 流活 動 を 中心 に設 定】

これ は、1時 間の授業すべてが、交流活 動 となる。

この場 合 、対 象 にか か わ る活動 と交流 活 動 を調 和

的 に設 定 す る とい う考 え方 か ら、 この授 業 の前後



に は、対 象 にか か わ る活動 が 十分 に保 障 されて い

る こ とが 求 め られ る。 そ のた め 、 図4中 の 具体 例

の よ うに、 お のず と授 業 の導 入 と終 末で は 、子 ど

も の思 いや 願 いが 、前 後 の対 象 にか かわ る活 動 と

つな がる よ うな交流 活動 が行 わ れ る ことにな る。

4.気 付 きの 質 を高 める指 導方 法 の具体 化

3で 述 べ たよ うに、 対 象 にか か わ る活 動 と交 流

活 動 を調 和 的 に設 定す る中で 、教 師 の具 体 的 な働

きか けの主 な もの を表1の よ うに ま とめ た。

表1活 動 中の教 師 の働 きか け

学 習 活 動 主な 教師 の働 きか け

気付 きを見取 る

↓

対象 にか か わ る活 動 気付 き を広 げる ・つな げ る

↓

気付 きを高 め る

気付 きを見取 る

↓

交 流 活 動 気付 き を広 げる ・つな げ る

↓

気付 きを高 め る

つま り、教師は、子 どもの気付 きを 「見取 る」 「広

げ る ・つ な げ る」 「高 め る」 こ と を、 それ ぞ れ の

学 習活 動 の 中で 、 意識 して働 き か けを具 体化 して

いか な けれ ばな らな い。そ して 、子 どもの 思 いや

願 いの連 続 の過 程 に沿 って、 対 象 にかか わ る活 動

と交流 活動 を設 定 して い く。

4.1.子 ど もの気付 き を見取 る

対 象 との か かわ りに没 頭 して い る子 ど もに は、

無 自覚 的で個 別 的な気 付 きが 内面 にあふれ て いる。

しか し、そ の ま まに して いて も、 内面 的な 気付 き

は外 面 化 されず 、質 的 に 高 ま る こ と もな い 。 「活

動 あって学 び な し」 の状 態 であ る。

そ こで 、教師 は、活 動す る子 どもの表情 ・ス ピー

ド ・活 動 相 手 ・つ ぶや き等 か ら、子 どもの 思 いや

感 覚 を感 じ取 り、 実 際 に問 いか けて 、子 ど もの気

付 きを見 取 る こ とが求 め られ る 。 しか し、活 動 中

にた だや み くも に子 ど もに 問い か けれ ばよ い とい

うわ けで はな い 。 ここで は 、活 動 の序 盤 ・中盤 ・

終 盤 に分 けて 、そ れぞ れ の段 階 にお け る見 取 りの

4.2.子 ど もの 気付 きを広 げる ・つな げる

本時 の 目標 に迫 る子 どもの気 付 き は、他 の子 ど

もへ も広 げて い く。 具体 的 な方 法 として 、表3の

よ うに3つ の方 法 を挙 げる。



いず れ の方 法 も、子 ど もの気 付 き に対 して 、教

師 自身 が共 感 し、友 達へ と広 げて い く ことが 大切

で あ る。教 師 の共 感 的 な態度 が 、子 ど もの 自信や

意欲 につ なが る と と もに、学 級 全体 にお け る気付

き の共有 化が 図 る ことが でき る。

また 、気 付 き を広 げ る と同時 に、気 付 き をつ な

げ る働 きか け も重 要 で あ る。つ な げ るた め に必要

な 思考 と して 、 「比 較 」 と 「関係 付 け」 を 中心 と

して具体 化 を行 った 。そ の例 と して、 表4に ま と

め た。

このよ う に、気 付 き を広 けな が ら、個 々の 気付

き を、 自分 の 中 に ある無 自覚 的 な気 付 き とつ な い

だ り、 他者 の 気付 き とつ な いだ りす る教師 の 働 き

か けが 、更 な る意 欲 を高 め 、主 体 的な活 動 へ と向

かわ せ る。

4.3.子 どもの気 付 きを 高め る

子 ど もの気 付 きが広 が りや つ な が りを も って く

る と、教 師は 「価値 付 け」や 「意 味付 け」 を行 う。

これ は、子 ど もの気 付 き を 自覚 化 した り、 自身化

した りす る教 師 の重 要 な 働 き か け で あ る。 特 に 、

思考 と行 動 が 未分 化 な この期 の子 どもた ち にお い

て は、 この 働 きか け は欠 かせ な い。 以下 、3つ の

気 付 き の質 的 な高 ま りか ら、 具体 的 な働 きか け を

示す 。

4.3.1.気 付 き の 自覚 化 を促 す意 味付 け

こ こでは 、季 節感 を実感 させ るた め に、 冬 の さ

ん ぽに出 か けた際 のや りと りを例 に挙 げる。

S1:あ れ!秋 ま で残 って いた 桜 の木 の葉 っ ぱが

無 くな った よ。 【無 自覚 的な気 付 き】

T:木 の葉 っ ぱ が無 くな っ た とい う こと は、桜

は死 んで しまっ たのか な?

【関係付 けを促 す問 いか け】

S2:桜 はち ゃん と生 きて い るよ。 ほ ら、 よ く見

る と、つ ぼみ もある よ。 【自覚 的な気 付 き】

T:本 当だ 。桜 は春 に向 けて 、 ち ゃ ん と準 備 し

て いるん だね 。 【意 味付 け】

この よ っに 、気付 さ を 目見 日りな ものへ と買日りに

高 めて い くた め には、 子 どもの気 付 き に、物 事 の

本 当の意 味 を付 けて、 教 師が 返す 意 味付 けが必 要

で ある。

4.3.2.気 付 き の関連 化 を促 す価値 付 け

こ こでは 、 生 き物 の生態 に気付 くた め に、生 き

物 マ ップを作 った 際のや りと りを例 に挙 げ る。

S1:マ ップ を見 る と、 田ん ぼに は、 た くさん の

生 き物が い るって ことが分 か った よ。

【個 別 的な気 付 き】

T:で も、校 庭 に は、 ま った く生 き物 いな いね 。

どう して 、校 庭 には 、 生 き物が いな いの か

な?

【比 較 を促 す問 いか け】

S2:生 き物 は、 え さが ある と ころが好 き なん だ

よ!ほ ら、バ ッタは草 む らに多 いで しょ。

【(発見場所 とえ さを)関 連 付 け られ た気付 き】

T:な る ほ ど。す ご い こ とに気 付 い たね 。 草 む

らと校 庭 を比 べ る こ とで、 生 き物 の ひみ つ

に気 付 く ことがで きた ね。 【価値 付 け】

この よ うに 、気 付 き を関係 付 け られ た ものへ と

質的 に高 め て い くた め には、 教師 自身や 子 どもの

気付 き を断 片 的 に捉 える ので は な く、 どの よ うな

気付 きへ と高 めて い くの かね らい を明確 に して お

かな くて はな らな い。 そ のよ うな想 定が な くて は、



子 ど もの気 付 き に対 して 、適 切 な 問 い返 しは で き

な いの で ある 。 また 、価 値付 けの 際 には、 そ の よ

うな気 付 き に至 った プ ロセ ス(学 び方)を 価値 付

け る ことが大 切で あ る。

4.3.3.気 付 きの 自身化 を促 す価値 付 け

ここで は、 野菜 の栽 培 単元 の 振 り返 りの際 のや

りと りを例 に挙 げる。
]

S1:僕 は、キ ュ ウ リを3本 収穫 で きま した。

S2:私 は、 ミニ トマ トをた くさん収穫 で きたよ。

【対象 への 気付 き】

T:す ごいね 。 み んな どん な こと を頑張 った の

か な?【 関係付 けを促 す 問いか け】

S1:水 か けや 肥料 や り、朝 の声 か け も頑 張 った

よ。

S2:私 は、観察 カ ー ドをた くさん描 いた よ。

【自分 自身 への 気付 き】

T:そ うな ん だ ね 。み ん な 、 自分 の 野菜 さん の

た め に、 お世 話や 観 察 を頑 張 った ね 。野 菜

さん と一緒 に、 みん な も成 長 した んだね 。

【価イ直付 け】

この よ う に、対 象 へ の気付 きを 自分 自身へ の気

付 きへ と質 的 に高 め るた め には 、対 象 の変 化 と子

どもの取 組 を関係 付 け、 そ の変 化 を子 どもの頑 張

りや 成長 と して捉 え る必 要 が ある 。つ ま り、 生 き

物 が成 長 す る過程 、お もち ゃ が 出来 上 が る過 程 、

学校 や 町 に詳 しくな って い く過 程 、遊 びが 広 が っ

て い く過 程 を、子 ども の頑張 りや成 長 と捉 え て い

く ことで ある 。そ して、 子 どもの取 組 そ の もの を

価 値 付 けて い くこ とが 大切 で ある。

5.気 付 きの質 を高 める 生活科 授 業の 実践

これ まで述べ て きた理論 を基 に、 実践 を行 った 。

この実践 は、本理論 の妥 当性 を検 証す るもので ある。

本 実践 は、 第2学 年 単 元 「も うす ぐ3年 生 」(全

14時 間)で 行 った 。

5.1.実 践単 元 につ いて

本 単元 「も うす ぐ3年 生」 は 、第2学 年 最後 の

単元 に位 置 され 、 生活 科 の 内 容(9)「 自分 の 成 長 」

に 関す る もので ある。

単元 の 目標 は次 の通 りであ る。ア の観 点 は関心 ・

意 欲 ・態 度 、イ の観 点 は思 考 ・表 現 、 ウの観 点 は

気 付 き ・習 慣 ・技能 で ある。

ア 「小 さい頃 の 自分 につ いて調 べ てみた いな 。」

とい う思 いや願 い を基 に、 これ まで の 自分

の様 子 を調 べ 、 ま とめ る活 動 に進 んで 取 り

組 む こ とが で き る。 ま た、 自分 の 成長 を支

えて くれた 人 々 に感 謝 の気持 ち を もち、今

後 の学 習や 生活 に意欲 をもつ こ とが でき る。

イ これ まで に学 習 した こと を生か して 、 自分

な りに調べ た り、 ま とめた りす る ことが で

き る。

ウ これ まで の 自分 の成 長や そ れ を支 えて くれ

た人 々の 思 いに気 付 く ことがで き る。

これ まで 、単 元 の導 入 と して、 幼稚 園生 との交

流活動 を設定 してきた。幼稚 園生 との交流 を通 して、

自分 の小 さい頃 に興 味 を抱 き、 自分 の成 長 につ い

て調 べ る活 動へ と発 展 させ て き た。 しか し、 これ

で は、 自分 の こ とを調 べ る必 然性 が 高 ま らず 、 自

分 調 べ の活 動へ の意 欲 が 高 ま らな い子 ど もも見 ら

れ た 。そ もそ も、 自分 自身 に対 す る興 味が 高 まっ

て いない ので はな いか とい う分析 に至 った。

そ こで 、 本実 践 で は、単 元 の導 入 を 自分 自身 の

アル バム 作 りか ら始 め る ことに した 。 しか し、 い

きな り生 まれて か ら現 在 までのす べ て を扱 うのは、

子 ど もの意識 と して飛 躍 して い る と考 え、2年 生

の学習 や 生活 の振 り返 りか ら扱 う こと と した。

5.2.実 践 の 実際

こ こで は 、第1時 を実践 授 業 と した。 学習 活 動

の設 定 の仕 方 と して は、3.3.2.で 示 した 「対 象 に

かか わ る活 動 の 中に交 流活 動 を設 定 」す る方 法 で

行 った(図5)。 実 際の板書 は写真1の 通 りで ある。



以 下、 授 業 の導入 ・展 開 ・終末 ご とに、設 定 し

た具体 的な 学習活 動及 び教 師の 具体 的な働 きか け、

そ の結 果 と して 表 出 した子 ど もの姿 を述べ る。

5.2.1.実 践 授業 の導 入の 実際

導 入で は 、 まず は、 自分 自身 の成 長 につ いて 目

を向 け させ る必 要 が ある 。そ こで 、2年 生 の学 習

や 生活 の様子 を写真 を使 って 想起 させ、 そ の とき

の思 いや でき るよ う になっ た ことを発 表 させ た。

T:こ の写 真 を見 て。 どんな写 真か 分か るかな?

S1:あ 、○ ○君 が野 菜 の観察 をして いるね 。

T:皆 さん は 、 こ の学 習 で、 どん な ことが で き

るよ うにな った の?

S2:野 菜 をた くさん収穫 で きた 。

S3:野 菜 を観察 や お世話 が で きた。

S4:野 菜 博士 にな った よ。

T:そ うか 。 み ん なす ごいね 。 この 学習 で 、 野

菜博 士 になれ た んだね 。

(以下、 次 の写真 で 同 じよ うな や りと りが続 く)

T:そ うか 。 み ん な、 これ まで の 学 習 で い ろん

な こと を頑 張 って、 で き るよ うにな った ん

だ ね。 で は 、み んな の頑 張 りや 成 長 を ど う

す る?

S5:家 の人 に教 えた いな。

S6:ア ル バム みた い にま とめた いな 。

T:じ ゃ、 今 日は 、2年 生 の成 長 ア ルバ ム を作

ろ う。

(本時 のめ あて を板書)

この よ う に、想 起 させ る場 合 に は、写 真 の よ う

な具 体物 を使 うよ うに した。 思考 が未 分化 な低 学

年 期 にお い て は、想 起 の 際 に具体 物 が ある と効 果

的で あ る。 また 、 め あて の設 定 につ いて は 、子 ど

もの 思 いや願 い とつな が る よ うに し、そ れ が、 子

ど も 自身 に も見 え るよ うな板 書 を行 った 。

5.2.2.実 践 授業 の展 開の 実際

展 開 にお いて は 、予 め作 ってお い た アルバ ム を

作 るた め の カー ド(自 分 発見 カー ド)を 提 示 し、

そ の描 き方 につ い て説 明 を行 った 後 、カ ー ドに描

く活 動 を設 定 した 。そ の 間、 教師 は 、子 ども の様

子 や カー ドに描 かれ て い る 内容 な どか ら気付 きを

見 取 り、広 げた り価 値 付 けた りして い く。 そ の際

大 きめ の付 箋 に見取 った気 付 き を書 きな が ら机 問

巡 視 を行 う。そ して、 付箋 を板書 に貼 り付 け、 子

ど もが 自 由に見 る ことが で きる よ うに した(写 真

1の 板 書)。 また 、描 く材 料 が な くて 困 った 子 ど

もた ち を集 めて 、部 分 的な交 流活 動 を設定 した。

(活動 に戸 惑 って いる子 どもを見 付 ける)



T:ど う したの?何 を描 くか 困 って いるの?

S1:う ん 。

T:そ うか。 困 ったね 。S2さ ん は、 どん な こ と

を描 い て いるの?

S2:私 は、昼 休 み に頑張 っ た一輪 車 の練 習 の こ

とを描 いて いる よ。

S3:私 も、昼休 み の こ と描 いた よ。

T:S1さ んは、昼休 み に何 か頑張 った ことある?

S1:そ ういえ ば、私 も一緒

に一 輪車 の練習 した よ。

そ れ な ら私 も描 け そ う

だ な。

T:友 達 と話 し合 って 解 決

で きたね 。や っ たね。

そ の他 の子 ど もた ち も、 自分 な りに2年 生 の頑

張 りや成 長 を思 い思 い にカー ドに表 現す る ことが

で きた 。意 欲 的 に、複 数 の カー ドを描 く子 ども も

多 く見 られた 。

しか し、 黒板 の前 に きて 、教 師が 書 いた 付 箋 を

見て 、情 報 を得 よ うとす る子 ど もは一 人 も表 れな

か った。

5.2.3.実 践 授 業の終 末 の実 際

終 末 にお い て は、教 師 が書 いた付 箋 を基 に カー

ドを描 く際 の 工夫 や観 点 につ いて振 り返 った 。そ

して 、 さ ら にや って み た い こ とや 、 そ の た め に 、

必要 な物 につ いて 話 し合 う活 動 を設 定 した。

T:す ごいね。 た くさん のカー ドが描 けま したね。

T:こ の付 箋 も見 て 。 み ん な の工 夫 が た く さん

見 つ ける ことで きた よ 。 い くつか 紹介 して

も らい ま し ょう。

(教師の 意 図的な指 名 に よる発 表)

T:で は、 次 の 時 間 に もっ とや りた い こと を教

えて くだ さい。

S1:も っ と、 アル バム を描 きた いな 。

S2:も っ と、 小 さい頃 の こ とも描 きた いな。

S3:表 紙 を付 けて、 か っ こいい アルバ ム に した

い。

T:い いね。 じゃ、小 さい頃の ことを調べ る には、

どんな ことを してお くといい かな?

S4:お 家 の人 にイ ン タ ビューす る とい いよ。

T:じ ゃ、次 の 時間 に必要 な物 って何 かな?

S5:小 さ い頃 の写真 や ある とい いね。

T:い いね 。 で も、 写真 が な い お 家 も あ るだ ろ

うか ら、小さい頃に使 っていた物で もいいよ。

そ して、 もっ と、 自分調 べができる といいね。

この よ うなや り と りを通 して、 本 時 の活 動 へ の

価 値付 け と次 時 へ の意 欲付 けを行 っ た。 この意 欲

付 けは 、 た だ 「～ ～ した い な。」 で留 め置 くの で

はな く、 「そ の た め に 、～ ～ を して お こ う。」 「～

～ を準 備 しな くち ゃ。」 と い った 、次 の活 動 ま で

の段取 りをも含 め、見 通 しを もたせ るよ うに した。

そ して 、意 欲か ら自信へ と高 め るよ うに した。

5.3.実 践 の考 察

本実 践 で は、 学習 活 動 の設定 、 教 師 の具体 的 な

働 きか け の2つ の視 点か ら考 察 を進 める。

5.3.1.学 習 活動 の設 定 に関す る考 察

本実 践 で は、 対象 にかか わ る活 動 の 中に交 流活

動 を設定 した。 この設 定 の仕方 そ の も のは 、十 分

に良 か った と判 断 で き る 。 なぜ な らば 、事 前 に、

カー ドに何 を描 くか 困 る子 ど もが 表 れ るだ ろ う想

定 し、そ の通 りに交 流活 動 を設 定 す る こ とが で き

たか らで あ る。 しか し、本 時 の 中で 生 まれ た交 流

活 動 は、2か 所 だ けで あ った 。比 較 的、 子 どもた

ち全体 が 思 い思 い に活 動で きて いた た め とも考 え

られ るが 、 さ ら に、交 流活 動 が活 性化 され るよ う

な設定 の仕 方 を検 討 して い く こと も必 要 であ る。

5.3.2.教 師の具 体 的な働 きか け に関す る考 察

本 時において、ポイ ン トとな る教 師の働 きかけは、

子 ど もの 交流 活 動 を促 す 問 いか け、 付 箋(板 書)

で あ る。

交 流 活 動 を促 す 問 い か け につ いて は 、今 回 は、

困った ことを交流 の きっか け と想 定 して いた ので、

前 項 で も述 べた よ うに、交 流活 動 が あ ま り うまれ

なか った 。今 後 は 、子 どもの気 付 きや 活 動 の様 子

に応 じて 、交 流活 動 の き っか け作 りを多 様 に想 定

してお く必 要が あ る。

付 箋 の活用 につ いて は 、机 間指 導 を しなが らメ

モ と して 活用 で き るの で 、多 くの子 どもの気 付 き

を板書 上 に示 す 上で 効 果 的で あ った 。 また 、教 師

が 付 箋 に書 いて 黒板 に貼 る とい う行為 自体 が 、 子



ども に とって 、 うれ し い もので あ り、称 賛 や価 値

付 け の効 果 もあ った 。 そ の た め 、 「先 生 。 ～～ に

つ いて描 いた よ。 付箋 に書 いて!」 と言 って 、教

師 に寄 って 来 る子 ども も見 られ た。 しか し、黒 板

に貼 り付 けた付 箋 を 、 自分 の活 動 に取 り入 れ なが

ら活 動す る子 ど もの姿 は 全 く見 られ な か った こと

か ら、黒 板 で はな く、子 どもの机 間 に置 ける よ う

なボ ー ドにす るな ど、 更な る工 夫が必 要 で ある。

6.本 研 究 の成果 と課 題

本研 究 を通 して 得 られ た成 果 につ い て以 下 に挙

げ る。

○ 気 付 きの 質 を高 め るた め の交流 活 動 の設 定

の仕 方 の基 本 的 な考 え方 につ いて 明 らか に

す る ことがで き た。

○ 活 動 の段 階 ごとに、 子 ども を見 取 る観 点 を

整理 し、そ のた めの 問 いか け につ い て具 体

化す る こ とが で きた。

○ 教 師 の具体 的な働 きか け を、 比較 ・関係 付

け の思考 の面 か ら類 型化 す る ことが で きた。

○ 子 どもの 姿 か らは、 自分 自身 の よさや 成 長

に気 付 く姿 な ど、気 付 きが 質 的 に高 ま る姿

が多 く見 られ る よ うにな った。

○ 友 達 とか かわ りなが ら学習 を進 め る 良 さや

楽 しさ を感 じる姿 が見 られ た。

課題 と して は、 以下 の通 りで あ る。

● 実践 単元 が少 ないた め、 さ らに、他 の 内容、

他 の単 元 にお い て も実践 を行 って い く必 要

が ある。

● この よ うな考 え の基 で 、改 め て、 年 間指 導

計画 を見 直 し、学 習 活動 や 指導 方 法 の基 本

的な 考 え方 を明 らか にす る必要 が ある。

● 交 流活 動 へ の必 要感 を感 じて いな い子 ど も

も見 られ る。

● よ り、個 々 の気 付 き を見 取 る ため の評 価 の

仕方 につ いて も明 らか にす る必 要が あ る。

7.お わ りに

本研 究 で は 、子 どもの気 付 き の質 を高 め る学 習

活 動 と指 導 方法 の具 体 化 を行 って きた 。 今後 は 、

ス ター トカ リキ ュ ラム に関す る研 究 、思 考 と表 現

に 関す る研 究 、総 合 的な 学習 の 時 間 とのつ な が り

を踏まえた体系的なカリキュラム研究などを行っ

ていきたい。
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